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前
回
発
行
の
同
誌
に
お
い
て
、
筆
者
は
本
著
の
著
者
で
あ
る
山
内
祥
史

氏
が
以
前
に
著
し
て
い
た
『
太
宰
治
の
『
晩
年
』
―
成
立
と
出
版
』（
秀
明

出
版
会

二
〇
一
五
年
）
の
書
評
を
扱
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
著
作
で

山
内
氏
は
、
太
宰
治
の
初
期
作
品
集
で
あ
る
『
晩
年
』
に
つ
い
て
、
刊
行

に
到
る
ま
で
の
詳
細
な
経
緯
や
、
収
録
作
品
の
事
細
か
な
書
誌
情
報
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
試
み
に
つ
い
て
、
著
者
は
太
宰
治
研
究
の

根
幹
を
補
強
す
る
と
共
に
、
ひ
い
て
は
将
来
こ
の
分
野
に
携
わ
る
で
あ
ろ

う
研
究
者
達
の
、
ひ
と
つ
の
指
針
と
も
な
る
事
を
期
待
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
文
学
研
究
の
資
料
的
な
拡
充
と
進
展
に
基
づ
い
た
、
後
継

へ
の
貢
献
を
も
視
野
に
入
れ
た
著
者
の
目
的
意
識
は
、
本
著
の
内
容
に
お

い
て
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

本
著
で
は
、
日
本
文
学
史
に
お
け
る
「
内
向
の
世
代
」
の
一
角
を
占
め

る
作
家
・
日
野
啓
三
に
つ
い
て
、
研
究
・
調
査
が
比
較
的
に
手
薄
と
な
っ

て
い
る
昭
和
二
十
年
代
の
文
芸
的
な
活
動
の
内
容
を
、
様
々
な
文
芸
雑
誌

に
お
け
る
動
向
を
中
心
に
明
ら
か
と
し
て
い
く
こ
と
が
主
目
的
と
な
っ
て

山
内
祥
史
著

『
若
き
日
の
日
野
啓
三

昭
和
二

十
年
代
の
文
業
』
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橋
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い
る
。

本
著
に
お
け
る
章
立
て
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ
「
向
陵
時
報
」
紙
上
の
日
野
啓
三

Ⅱ
「
現
代
文
学
」
誌
上
の
日
野
啓
三

Ⅲ
「
近
代
文
学
」
誌
上
の
日
野
啓
三
―
昭
和
二
十
六
年
ま
で

Ⅳ

日
野
啓
三
・
昭
和
二
十
七
年
の
文
業

Ⅴ

日
野
啓
三
・
昭
和
二
十
九
年
の
文
業

Ⅵ

日
野
啓
三
の
著
書

Ⅶ

日
野
啓
三
創
作
一
覧
集

こ
こ
で
は
、
青
年
期
の
日
野
啓
三
が
携
わ
っ
た
文
芸
誌
（
紙
）
を
順
を

追
っ
て
配
置
し
た
後
に
、
特
定
の
媒
体
に
拠
ら
な
い
、
そ
の
後
の
文
業
に

つ
い
て
も
明
示
し
て
い
く
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
誌

構
成
上
の
特
徴
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
著
は
考
察
対
象
と
な
っ
て
い

る
昭
和
二
十
年
代
に
お
け
る
日
野
の
文
芸
的
活
動
を
包
括
的
に
論
述
す
る

よ
り
、
そ
の
実
際
的
な
内
容
を
時
系
列
に
添
っ
て
明
ら
か
と
し
て
い
く
こ

と
を
主
眼
に
お
い
て
い
る
。
ま
た
本
著
の
末
尾
に
は
、
対
象
の
期
間
に
は

該
当
し
な
い
日
野
作
品
を
、
発
表
さ
れ
た
順
に
従
っ
て
網
羅
し
た
一
覧
表

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
日
野
啓
三
の
文
学
的

業
績
を
将
来
に
伝
え
遺
し
た
い
と
い
う
想
い
と
、将
来
出
現
す
る
だ
ろ
う
、

日
野
啓
三
の
文
学
的
業
績
の
優
れ
た
研
究
者
の
た
め
に
、
僅
か
で
も
基
礎

資
料
を
整
備
し
て
お
き
た
い
と
い
う
想
い
と
の
、
二
つ
の
想
い
か
ら
編
ん

だ
」
と
し
て
い
る
。
先
述
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
筆
者
の
昨
今
の
著
作
群



に
お
い
て
は
、
今
後
の
文
学
研
究
の
発
展
へ
の
寄
与
と
い
う
目
的
意
識
が

共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
的
な
傾
向
は
本
著
で
も
一
貫
し
て
お
り
、

著
者
が
自
身
の
著
作
へ
と
託
し
て
い
る
「
想
い
」
の
一
端
は
、
事
実
関
係

の
確
認
と
把
握
が
容
易
と
な
っ
て
い
る
構
成
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来

る
。本

著
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
日
野
が
旧
制
第
一
高
等
学
校
へ
と

進
学
し
た
後
に
関
与
し
た
「
向
陵
時
報
」
「
現
代
文
学
」「
近
代
文
学
」
の

三
つ
の
文
芸
雑
誌
（
紙
）
を
中
心
に
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
活
動
の

実
態
と
、
以
後
の
文
学
的
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
第

一
高
等
学
校
寄
宿
寮
発
行
の
文
芸
紙
で
あ
り
、
日
野
も
ま
た
「
永
劫
の
図
」

及
び
「
同
志
」
と
い
う
創
作
を
発
表
し
て
い
た
「
向
陵
時
報
」
に
つ
い
て
、

著
者
は
こ
れ
を
「
「
文
藝
部
」
復
活
の
夢
は
砕
か
れ
て
い
た
当
時
、「
文
学
」

に
目
覚
め
た
一
高
校
生
日
野
啓
三
が
作
品
を
投
稿
で
き
る
機
会
」
を
唯
一

与
え
得
た
、
日
野
へ
と
「
文
学
へ
の
目
覚
め
」
を
促
し
た
重
要
な
存
在
と

位
置
付
け
て
い
る
。

一
章
で
は
、
こ
の
「
向
陵
時
報
」
に
関
す
る
当
時
の
日
野
の
文
芸
活
動

に
つ
い
て
、
周
囲
の
関
係
者
の
発
言
等
も
参
照
し
な
が
ら
詳
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
本
書
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
「
向
陵
時
報
」
第
百

六
十
五
号
の
編
集
後
記
の
担
当
者
を
、
複
数
の
要
因
か
ら
日
野
で
あ
る
と

す
る
著
者
の
推
察
は
、
こ
の
時
期
の
活
動
を
扱
う
他
の
研
究
者
に
と
っ
て

も
一
助
と
な
る
示
唆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
章
に
は
末
尾
に

「
付
」
と
し
て
「
戦
後
の
向
陵
時
報
」
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
、

日
野
の
初
期
に
お
け
る
文
芸
活
動
と
は
密
接
な
関
係
性
は
窺
え
な
い
調
査

内
容
は
、
し
か
し
同
時
代
の
日
野
が
在
っ
た
文
学
的
な
環
境
や
背
景
を
把

握
す
る
上
に
お
い
て
、
非
常
に
有
用
な
情
報
と
も
成
り
得
る
だ
ろ
う
。

続
く
二
章
で
は
、
「
向
陵
時
報
」
に
始
ま
っ
た
「
文
学
的
力
量
を
大
き

く
進
展
さ
せ
た
、
貴
重
な
同
人
雑
誌
」
で
あ
る
「
現
代
文
学
」
を
扱
っ
て

い
る
。
発
行
計
画
が
「
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
の
頃
、
官
立
第
一

高
等
学
校
の
明
寮
三
階
図
書
室
で
進
め
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
の
文
芸
雑
誌

に
つ
い
て
は
、
共
同
で
の
発
起
人
で
あ
る
大
岡
信
の
言
説
を
踏
ま
え
な
が

ら
、当
時
の
日
野
の
作
品
に
対
す
る
評
価
と
合
わ
せ
て
解
説
を
し
て
い
る
。

当
時
、
日
野
が
発
行
に
携
わ
っ
た
同
人
雑
誌
は
、
他
に
「
二
十
代
」
が
あ

る
。
こ
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
」
は
、

日
野
自
身
も
「
初
め
て
文
学
に
か
か
わ
る
文
章
」
で
あ
る
と
述
懐
し
て
い

る
意
義
深
い
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
章
で
は
更
に
活
動
の
規

模
を
拡
大
さ
せ
、「
二
十
代
」
で
得
た
反
省
を
作
品
へ
と
昇
華
し
得
た
「
現

代
文
学
」
に
重
き
を
お
き
、
各
号
に
お
け
る
日
野
の
文
業
に
つ
い
て
、
他

の
掲
載
作
品
な
ど
の
書
誌
情
報
と
合
わ
せ
て
詳
細
に
示
し
て
い
る
。

三
章
で
は
、
同
時
代
の
文
芸
評
論
家
で
あ
る
荒
正
人
の
交
流
を
介
し
て

接
近
し
た
、
「
近
代
文
学
」
で
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
荒
正
人

の
主
張
す
る
「
論
理
よ
り
も
レ
ト
リ
ッ
ク
、
思
想
よ
り
も
表
現
」
と
い
う

姿
勢
は
、
若
き
日
の
日
野
へ
と
表
現
の
多
様
性
を
意
識
さ
せ
、
「
自
己
探

求
」
と
「
自
己
表
現
」
を
両
立
さ
せ
る
技
法
を
示
唆
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
様
々
な
も
の
の
価
値
と
意
味
と
を
、
根
源
的
に
か
つ
主
体
的

に
問
い
直
す
、
そ
の
内
的
必
然
の
源
泉
」
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
野
の
文
学

的
な
営
為
は
以
降
、
「
こ
れ
ま
で
の
根
源
性
主
体
性
を
、
問
い
直
し
掘
り

下
げ
て
い
く
こ
と
に
力
が
尽
く
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
、

文
業
的
、
思
想
的
変
遷
の
最
初
期
に
当
た
る
「
近
代
文
学
」
時
代
の
日
野



の
活
動
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
「
野
間
宏
論
」
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル

ク
論
」
「
堀
田
善
衛
論
」
を
時
系
列
ご
と
に
節
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
か
ら
窺
え
る
特
徴
を
精
密
に
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
近
代
文
学
」

誌
上
の
三
つ
の
評
論
は
、
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
主
題
に
お
い
て
一
貫

し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
は
こ
れ
ら
の
稿
が
進
む
に
つ
れ
て
、
日
野
の

問
題
意
識
が
「
「
物
自
体
と
現
象
の
境
界
の
溶
け
去
つ
た
世
界
」
「
抽
象
そ

れ
自
体
」
と
、
そ
の
「
世
界
」
「
抽
象
」
を
「
認
識
す
る
方
法
」
「
定
着
す

る
技
術
」
」
へ
と
拡
張
・
深
化
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
日
野
の
文
学
的
な

足
跡
を
辿
る
上
で
も
「
近
代
文
学
」
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

本
著
の
後
半
で
は
、
以
前
と
比
較
し
て
「
洗
練
さ
れ
て
精
度
を
高
め
、

言
葉
は
よ
り
的
確
に
、
修
辞
は
よ
り
精
密
に
、
論
理
の
展
開
は
よ
り
巧
み

に
」
な
っ
た
と
著
者
の
評
す
る
、
昭
和
二
十
七
年
以
降
の
日
野
の
言
説
へ

と
考
察
の
対
象
を
移
し
て
い
る
。
著
者
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
昭
和
二
十
八

年
中
に
は
「
日
野
啓
三
」
署
名
の
文
章
は
発
見
さ
れ
ず
、
対
象
は
昭
和
二

十
七
、
二
十
九
年
の
期
間
中
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

昭
和
二
十
九
年
に
「
新
日
本
文
学
」
に
共
同
執
筆
の
形
で
連
載
さ
れ
た
「
読

書
ノ
ー
ト
」
群
に
つ
い
て
、
署
名
が
「
日
野
啓
」
で
あ
る
と
い
う
特
徴
的

な
類
似
点
以
外
に
、
他
の
共
同
執
筆
者
が
日
野
と
関
係
性
の
深
い
者
達
で

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
後
年
に
発
表
さ
れ
た
日
野
の
処
女
作
で
あ
る
小
説

「
向
う
側
」
が
、
「
野
火
啓
」
と
い
う
共
通
性
の
窺
え
る
署
名
で
著
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
「
日

野
啓
」
は
「
日
野
啓
三
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
し
た
推
測
は
合
理
的
か

つ
整
合
的
で
あ
り
、
著
者
に
よ
る
資
料
的
な
調
査
は
徹
底
さ
れ
た
信
頼
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
本
書
の
末
尾
の
章
で
あ
る
、

収
録
作
品
の
内
訳
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
刊
行
本
の
書
誌
情
報
を
網
羅
し
た

「
日
野
啓
三
の
著
書
」
や
、
日
野
署
名
の
創
作
作
品
の
発
表
時
標
題
及
び

発
表
誌
紙
の
名
称
・
巻
号
・
収
録
頁
な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
「
日
野
啓
三

創
作
一
覧
稿
」
も
ま
た
信
憑
性
に
優
れ
、
研
究
資
料
的
な
価
値
も
高
い
と

判
断
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
野
啓
三
の
昭
和
二
十
年
代
の
文
業
を
、
可
能
な
限
り
詳
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
本
著
で
は
、
確
た
る
証
拠
や
情
報
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
事
実
関
係
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
は
著
者
に
よ
る
徹
底
的
な
調
査
に
よ
っ
て
、
「
分
か
ら
な
い
」

こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
文
学
研
究
的
な
側
面
か
ら
も
非

常
に
有
意
義
な
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
日
野
研
究
へ
と
携
わ
る

者
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
現
時
点
で
の
研
究
史
的
な
不
備
を
把
握
す
る

こ
と
は
、
大
き
な
指
針
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
も
、

本
著
は
日
野
啓
三
研
究
の
資
料
面
で
の
補
強
と
発
展
に
留
ま
ら
ず
、
文
学

の
資
料
的
な
研
究
全
体
に
敷
衍
可
能
な
、
一
つ
の
大
き
な
道
筋
と
手
法
を

示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
二
〇
一
六
年
一
月

和
泉
書
院

二
二
三
頁

三
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年
）


